
®

スポーツカム
型名 GC-XA2

基本取扱説明書

●  ご使用の前に、「安全上のご注意」(P.2) および「使用上の
ご注意」(P.3) を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。

●  お客様の間違った使用方法による浸水そのほかの損傷によ
る不具合は保証の対象外となります。

詳しい取り扱い方法は詳細取扱説明書をご覧ください。
■ http://manual3.jvckenwood.com/c3s2/jp/

製品のサポート情報、ソフトウェアの
アップデート情報やイベント情報の提
供サービスなどをご利用いただけます。
ぜひご登録ください。
http://www3.jvckenwood.com/reg/

ご使用前に「詳細取扱説明書」をお読みください

JP
LYT2657-001A

ユーザー登録
のおすすめ
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安全上のご注意
～必ずお読みください～

ご使用になる方やほかの人々へ
の危害や損害を防ぐために、必
ず守っていただきたいことを説
明しています。

絵表示の説明

禁止
禁止されていること

一般的指示
実行して欲しいこと

 危険
「死亡、または重傷を負う危険
が差し迫って生じることが想
定される」内容を示しています

禁止

バッテリーについて、
次のような誤った
取り扱いはしない

●プラス (+) とマイナス (‒)
　のまちがい
● 金属物（ネックレス、ヘアピン
など）と一緒に携帯・保管する

● 分解、加工、および火中に入
れる

● 高温 (60℃以上 ) になる場所
に置いたり、直射日光や火な
どの熱にさらす

● 落としたり、強い衝撃を与える
● 誤った使いかたをすると、液
漏れ、発熱、発火、破裂など
でけがや火災の原因となりま
す。万一、液漏れしたら、取
り付け部をよくふいてくださ
い。

● 液漏れしたバッテリーは使わ
ないでください。

● 液が身体や衣服に付いたとき
は、水でよく洗い流してくだ
さい。

● 液が目に入ったときは、きれ
いな水でよく洗い、ただちに
医師に相談してください。

● バッテリーを持ち運ぶときは、
端子部に金属が触れないよう
にビニール袋などにいれて保
管してください。

● 幼児の手の届くところには置
かないでください。

変形や破損したバッテリーは、そ
のまま使用しないで処分してく
ださい。そのまま放置したり使
用すると、液漏れ、発熱、発火、
破裂などでけがや火災の原因と
なります。

長期間使わないときは…
● 30％程度充電された状態で保
存してください。

● 半年に一度程度は満充電→使
い切るの操作を行い、30％程
度充電された状態で保存して
ください。

 警告
「死亡、または重傷を負うこと
が想定される」内容を示して
います

禁止

本機について、次のよう
な誤った取り扱いはしな
い

●内部に物を入れる
●分解、加工、加熱および火中
に入れる

●高温 (60℃以上 ) になる場所
に置いたり、熱源の近くで使
用する
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●レンズを直射日光などに向ける
●乗り物を運転中に使用する

一般的指示

病院内や飛行機内での
使用は、病院、航空会
社の指示に従う

●本機の電磁波が計器類に影響
するおそれがあります

使用上のご注意
～必ずお読みください～

● 事前に試し撮りをしてください。
● 撮影したデータは定期的にPC
などに保存してください。

● 液晶画面の表面を強く押した
り強い衝撃を与えないでくだ
さい。傷が付いたり、割れる
場合があります。

● 低温 (0℃以下 ) での使用時は、
使用できる時間が短くなるこ
とがあります。

この装置は、クラスB 情報
技術装置です。この装置は、
家庭環境で使用することを
目的としていますが、この
装置がラジオやテレビジョ
ン受信機に近接して使用さ
れると、受信障害を引き起
こすことがあります。取扱
説明書に従って正しい取り
扱いをしてください。

VCCI-B

防水機能について
● 本機は JIS 防水保護等級8 級
(IPX8) 相当の防水機能を備え
ており、海水や真水の中での
撮影が可能です。

● 防水は当社試験基準によるも

ので、無破損・無故障を保証
するものではありません。

● 本機に衝撃を与えた場合、防水
機能は保証しません。衝撃を与
えてしまったら、当社のサービ
ス窓口へご相談ください。

● 水深5m 以内 /30分以内でお
使いください。

● 規定以上の水圧のかかる場所
や温泉、40℃以上のお湯の中
では使用しないでください。

● 付属品は防水ではありません。

■ 誤った取り扱いで故障した場
合は、保証対象外となります。
ご使用前にWEBの詳細取扱説
明書の注意事項を必ずお読み
ください。

使用後のお手入れ
● 水中でご使用後や砂ぼこりな
どで汚れた場合は、できるだ
け早く、容器に真水をためて
つけおき洗いしてください。

バッテリーの処分について
バッテリーを処分する際は、充電
式電池リサイクル協力店へお持
ちください。安全のため、端子
部にセロハンテープなどを貼っ
てください。

お問い合わせ：
一般社団法人 JBRC
http://www.jbrc.net/hp/

美しい環境維持にあなた
も一役。リサイクルに協
力しましょう。使用済み
の電池は廃棄しないで、
充電式電池リサイクル協
力店へご持参ください。
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電波について
本機は、電波法に基づく小電力データ通信システム無線局設備と
して技術基準適合証明を受けています（受けた部品を使用してい
ます）。したがって、本機を使用するときに無線局の免許は必要あ
りません。日本国内のみで使用してください。日本国内以外で使
用すると各国の電波法に抵触する可能性があります。以下の事項
を行うと、法律で罰せられることがあります。
●分解 / 改造すること
本機は2.4GHz 帯の周波数帯を使用しますが、他の無線機器も同
じ周波数を使っていることがあります。ほかの無線機器との電波
干渉を防止するため、下記事項に注意してご使用ください。

使用上のご注意
本機の使用周波数帯（2.4GHz）では、電子レンジ等の産業・科学・
医療機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動体識別
用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特定小電力無線局（免
許を要しない無線局）ならびにアマチュア無線局（免許を要する
無線局）が運用されています。
1. 本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および
特定小電力無線局、ならびにアマチュア無線局が運用されてい
ないことを確認してください。

2. 万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波
干渉の事例が発生した場合には、速やかに使用周波数を変更す
るか、または電波の発射を停止したうえ、弊社カスタマーサポー
トセンターにご連絡いただき、混信回避の処置などについてご
相談ください。

3.  その他、本機から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはア
マチュア無線局に対して、有害な電波干渉の事例が発生した場
合など、何かお困りのことがおきたときは、弊社カスタマーサ
ポートセンターへお問い合わせください。

● 製品に表示している周波数表示の意味は以下のとおりです。

2.4 DS/OF 4

2.4 ： 2.4GHz 帯を使用する無線機器です
DS/OF：変調方式がDS-SS、OFDMであることを示

します
4：電波与干渉距離は40ｍです

  ：全帯域を使用し、移動体識別装置の帯域を回
避可能です
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付属品をたしかめる

バッテリー
（BN-VH105）

USBケーブル

ワイドフレキシブルマウント
（ポッド部分、ベース部分 )

・ 付属品を取り付ける前に汚れや水分を取り除いてください。
・ ワイドフレキシブルマウントベースは、一度貼りつけると
取りはずすことはできません。

・ ワイドフレキシブルマウントのポッド部分はお買い上げ時、
カメラに取り付けられています。取りはずしてから組み立
ててください。
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ワイドフレキシブルマウントの組み立てかた

1 ベースからノブを取りはずす
ノブを図の方向に回して取
りはずします。

2 ノブにポッド部分を通す

3 ポッド部分をベース部分に
押し込む
指をはさまないよう気をつ
けてください。

4 ノブをしっかりと締める

1

2

3

4

ワイドフレキシブルマウントを三脚穴に取り付けると、カメラ
をヘルメットなどに固定することができます。
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各部の名称

< / － ボタン

+ / > ボタン

撮影 / SET ボタン
撮影時：録画・停止
再生時：再生・一時停止

電源ボタン

液晶モニター

MENU/ 削除
ボタン
撮影時：MENU
再生時：削除

ストラップ用フック
落下を防ぐため、ストラップ
などをとりつけます

三脚穴に当社のオプション品
以外を取り付ける場合は、規
格（1/4 ISO1222）に沿っ
たものをお使いください。
ねじが長いものを無理やり取
り付けると故障の原因になり
ます。

再生 /撮影ボタン
撮影モードと再
生モードを切り
換えます。

スピーカー
マイク
アクセス LED

レンズ

バッテリー
スロット（内側）

HDMI mini 端子（内側）

端子 /スロット
カバーラッチ
SDカード
スロット（内側）

miniUSB端子（内側）

三脚穴
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バッテリーを充電する

1 バッテリーを取り付ける
~ ラッチを矢印の方向に
スライドさせる

Ÿ ラッチをスライドさせ
たまま、カバーを矢印
の方向にスライドさせ
て開く

! バッテリーの向き (+/‒)
を確認して、青いレバー
を左に引きながらバッ
テリーを挿入する

2 バッテリーを充電する
~ USBケーブルを接続する
Ÿ < または > を押して
「ACアダプター」を選
び、SETボタンを押す

・ LEDが点滅し、充電が始
まります。

・ PCと接続時は約5時間、
ACアダプターと接続時
は約2時間20分かかり
ます。

・ ACアダプターを使用する
場合は当社製ACアダプ
ター（別売：AC-V17LU）
を使用してください。

・ 当社製以外のACアダプ
ター、バッテリーを使用
しないでください。

充電が完了すると LEDが消灯
します。充電完了後は、USB
ケーブルを抜き、カバーをしっ
かり閉じてください。

1

2

Ÿ

~

LED
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SD カードを入れる

時計を設定する

・ SD カード（別売り）をス
ロットに挿入し、しっかり
ロックされるまで差し込ん
でください。

・ SD カードを取り出すとき
は、カードを一度押し込ん
でから、まっすぐ引き抜い
てください。

・ 初めてSD カードを使うと
きは、MENUからフォー
マットを行なってください。
以下のメーカーのSD カードで動作を確認しています 。
クラス4 以上のSD/SDHC/SDXC カード
（最大128GB まで）
1080p60（1080p50）で撮影するときは、Class 6 以上
のカードをお使いください。
 - SanDisk - TOSHIBA

1 電源ボタンを2 秒間押して、電源を入れる
2 MENU ボタンを押す
3 < または> ボタンで「セットアップ」を選び、 SET ボタン
を押す

4 < または> ボタンで「More」を選び、SET ボタンを押す
5 < または> ボタンで「日時設定」を選び、SET ボタンを
押す

6 < または> ボタンで年を設定し、SET ボタンを押す
7 月、日、時、分も同様に設定する

・ はじめて電源を入れたときは、手順6の画面が表示されます。
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動画を撮影する

1 電源を入れる
電源ボタンを2 秒間押し
ます。

2 撮影を開始する
もう一度押すと停止します。

3 ズームする
< / －ボタン : 広角側
+ / > ボタン ：望遠側

1

2

3

■ 静止画撮影に切り換えるには
~ MENU ボタンを押す
Ÿ < または> ボタンで「静止画」を選び、SET ボタンを押す
! さらに< または> ボタンで「静止画」を選び、SET ボタ
ンを押す

・ 撮影時間（バッテリー）の目安は約60分（1080p30/25
撮影時）です。

・ アクセス LED 点灯中はバッテリーやSDカードを取りは
ずさないでください

・ 5分間操作をしないと、節電のために電源が自動的に切れ
ます。

・ 別売のACアダプター（AC-V17LU）を接続して「AC
アダプター」モードで充電中にカメラの電源を入れると、
miniUSB端子から電源を供給して撮影することもできま
す。（カメラの電源が入っている間は充電されません。）
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映像を見る・削除する

1 再生モードにする
もう一度押すと撮影モード
に戻ります。

2 < または> ボタンでファ
イルを選択する

3 SET ボタンを押して、再
生を開始する

1
3

2

■ ファイルを削除するには
~ < または> ボタンで削除するファイルを選ぶ
Ÿ MENU ボタンを押す
! < または> ボタンで「はい」を選び、SET ボタンを押す

再生中の操作ボタン

動画 静止画
SET 再生 /一時停止 －

< / － 再生中 : 早戻し
一時停止中 : 前のファイルへ 前のファイルへ

+ / > 再生中 : 早送り
一時停止中 : 次のファイルへ 次のファイルへ
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Wi-Fi を使う

■ こんなことができます

※ 1:  事前に PCアプリケーションまたは Android/iOS 用
アプリケーションを使って、無線 LAN ルーターを登
録、および使用するサービスのアカウントを設定する
必要があります。

 詳しくは「詳細取扱説明書」をご確認ください。
■ カメラの映像をモニタリングする
1 アプリケーションをダウンロードする
カメラの映像をモニタリングするにはお使いの端末
(Android 機器 または iOS 機器 ) にアプリケーション
「ADIXXION sync.」をダウンロードする必要があります。
Google Play（Play ストア）または App Store からダウ
ンロードしてください。（無料）

2 カメラのWi-Fi を ON にする
~ MENU ボタンを押す
Ÿ < または> ボタンで「Wi-Fi メニュー」を選び、SET 
ボタンを押す

! < または> ボタンで「ON」を選び、SET ボタンを押す
⁄ カメラに表示された ID、KEYを確認する

● カメラ映像のモニタリング
Android 機器や iOS 機器からカメラの映像を確認したり、
撮影、ズームなどの操作ができます。

● USTREAM 配信（※ 1）
カメラの映像をUSTREAM に配信できます。

● ファイルのアップロード（※ 1）
撮影したファイルをYouTube にアップロードできます。

・ Wi-Fi が ONの状態は通常よりもバッテリーを消費しま
す。使わないときはWi-Fi を OFF に設定してください。
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3 端末のWi-Fi を ONにする
Android 機器の場合
~ アプリケーションの一覧で「設定」をタッチする
Ÿ  「Wi-Fi」をタッチする
!  「Wi-Fi」をタッチしてWi-Fi をオンにする
iOS 機器の場合
~ アプリケーションの一覧で「設定」をタッチする
Ÿ 「Wi-Fi」をタッチする
! 「Wi-Fi」をタッチしてWi-Fi をオンにする
⁄ 一覧に表示されたカメラの ID（JVC- ＊＊＊＊＊＊）をタッ
チする

@ KEYを入力する

・ お使いの端末やOSのバージョンによって操作方法や表
示が異なります。

4 アプリケーション「ADIXXION sync.」を起動する
~ アプリケーションの一覧で「ADIXXION sync.」をタッ
チする

Ÿ  検出されたカメラをタッチする
見つからないときはWi-Fi が有効なことを確認してから
「更新」をタッチしてください。

! KEYを入力する

■ PC用 /MAC用アプリケーションについて
アプリケーションをインストールすることでPCまたはMAC
でもAndroid、iOS用アプリケーションと同様の操作を行えま
す。
・ アプリケーションは以下のURLからダウンロードしてくだ
さい。
 http://www3.jvckenwood.com/dvmain/support/download/gc-xa2/index.html
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故障かな？と思ったら

症状 ここを確かめてください

カメラの電源が入らない／
突然電源が切れる

バッテリーを充電してくださ
い

Wi-Fi がつながらない／
切断される

電波状態のよい環境で接続し
てください。受信機が遠くに
ある場合、通信を遮断する物
体がある場合、または近くに
電子レンジや無線機器がある
場合は通信速度が低下した
り、接続が不安定になること
があります。

温度計マークが表示される カメラ内部の温度が高くなっ
ています。カメラの電源を切
り、しばらく経って温度が下
がってからご使用ください。

ACアダプターを接続すると
「このACアダプターは使用
できません」と表示され、電
源が切れる

電圧が5Vを超えるものを接
続すると、故障を防ぐため、
カメラの電源が自動的に切れ
ます。当社製ACアダプター
（AC-V17LU）を使用してく
ださい。

画面がちらつく 一度電源を切り、電源を入れ
なおしてください。
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保証とアフターサービス
修理を依頼される場合（持込修理）
本取扱説明書の「故障かな？と思ったら」(P.14) にしたがって、まず
はご確認ください。ご確認後、なお異常があるときは、電源を切り、必
ずバッテリーやケーブル類を取りはずしてから、お買い上げの販売店に
ご連絡ください。

ご連絡いただきたい内容
１. 品名：スポーツカム
２. 型名：GC-XA2
３. お買い上げ年・月・日
４. 故障の状況
５. ご住所・お名前・電話番号

■保証期間中は
保証書の規定にしたがって販売店
にて修理させていただきます。
■保証期間が過ぎているときは
修理すれば使用できる場合は、ご
希望により有料修理させていただ
きます。

必ず「お買い上げ日・販売店名」など
の記入をお確かめの上、販売店からお
受け取りください。保証期間は、お買
い上げ日から1年間です。保証書は
大切に保管してください。

保証書（別添付）

性能部品の保有期間

免責事項
本機や付属品、SDカードの万一の不具合により、正常に録画や録音、
再生ができない場合、内容の補償についてはご容赦ください。
商品の不具合によるものも含め、いったん消去した記録内容（データ）
の修復などはできません。あらかじめご了承ください。
万一、データが消失してしまった場合でも、当社はその責任を負いか
ねます。あらかじめご了承ください。
品質向上を目的として、交換した不良の記録媒体を解析させていただ
く場合があります。そのため、返却できないことがあります。

当社は性能部品を製造打ち切り後、

サービス窓口
下記URLをご覧ください
http://www3.jvckenwood.com/support/hrepair.html

８年間保有しています。性能部品と
は、その製品の機能を維持するため
に必要な部品です。

ご相談窓口における
個人情報のお取り扱い

株式会社 JVCケンウッドおよび
その関係会社は、お客様の個人情
報やご相談内容を、ご相談への対
応や修理、その確認などのために
利用し、その記録を残すことがあ
ります。また、個人情報を適切に
管理し、修理業務などを委託する
場合や正当な理由がある場合を除
き、第三者に提供しません。お問
い合わせは、ご相談された窓口に
ご連絡ください。

●

●

●

●



●電話番号をよくお確かめのうえ、おかけ間違いのないよう
　ご注意ください。
●携帯電話・PHS・一部の IP電話などからは 045-450-8950

株式会社JVCケンウッド
〒221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町三丁目12番地
●  日本ビクター、ケンウッド、J&Kカーエレクトロニクス、JVCケンウッ
ドの4社は合併し、株式会社 JVCケンウッドになりました。

●  本書の内容は2013年 6月現在のものです。内容は予告無く変更するこ
とがあります。最新の情報はホームページをご覧ください。

2011年 4月から名称および
電話番号が変更になりました。

月曜～金曜　9:30～ 18:00
土曜　9:30～ 12:00、13:00～ 17:30
・日曜祝日、弊社休業日を除く
・電話番号および受付時間が変更になる場合があります。( )

■ 製品についてお困りのことがありましたら …
ホームページ情報

JVCケンウッドカスタマーサポートセンター

製品に関するQ&A、メールによる問い合わせなどは
ビデオカメラサポート情報

http://www3.jvckenwood.com/dvmain/support/

取扱い方法などのご相談 アフターサービスのご相談
JVCケンウッドカスタマーサポート

センターにご相談ください。

お買い上げの販売店、または
JVCケンウッドカスタマーサポート

センターにご相談ください。

0120-2727-87
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